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より強さが大ともいわれている園 3)，4) ，5) 
乙れらの水熱反応硬化体を生成するための条件は，








( 2 ) 珪酸カルシウム製品の歴史
珪酸カルシウム建材の工業化は，1898年(W，Michaelis，
ドイツ・ 1880年特許〕 によって初めてドイツで行われ




として ALC製品が 1963年に技術導入され， 現在では






ーズは，廃棄物 (S)とセメント (C) および消石灰(
Ca (OH) 2)との混合比を C/S= 0.1~ 9の19種および
















2表 シリーズ 1~3 の使用材料
シリ ス 'J~ I!l イ 科 〈民主物以外〉
; 出迎ず しー ラ i セメント
1 I 泊h灰(]ISA6902)の左下，m消石灰〔上詮別)
i 混和削オヅリス No5L 
i 阻ボルトラント七メント仲川市灰
j 良和~J ポゾリコぇ No5L 
1~21 油剤取間三竺:七土:$.:i:. 7;-… 
| 硫酸 10%，沼t
普通ホルトラン!セメン i
砂利市戸地万山砂利〈主にテ十一トよりなる) 比.!rf2.58， F.:r.!.=G.50 
(5-10町Jr;505ぢ， 10-201'1'1";5096) 
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ガント哨有限ラ
2図 セメント(消石灰)，キラの温合比率と強度との関係












キラ(記号， K) !ζセメント (C)および消石灰を C/


















i+P+1 i/Pc +l/PK+P 
K: キラの単位量~/nì'， PK:キラの比重
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と強度の伸びが大きい. 160oC~200oC養生が 1 つのク、ル























(JIS A 5304， 5305， 5307--1967による〕









































一戸の臨/闘の強度倒 -l ハヂ | キラ徴砂のみ ! キラ脚，キラ粘土(|/回一l-2みセメン I 1∞ 95 
酸化第1鉄 95 91 
酸化第2鉄 91 90 
酸化臨クロム 99 j 99 
群青 l m 91 
オートクレーブ養生180'Cー 15時間，供試体寸法4X4X16cm
※脚註普通コンクリートの加熱による強度変化は，すべて減少であって，各温度での強度は次のようにな
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8日30 40 50 60 
キラ混入率 <%+ω%
廃棄物(キラ)混入率と強度との関係
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